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ご利用にあたっては丸石製薬株式会社ホームページも併せてご覧ください。 

https://www.maruishi-pharm.co.jp/medical/safety/#acute-poisoning 

トリクロサン（イルガサン DP300 ®） 

Triclosan（IrgasanDP300®） 

 

 毒 性  

LD50（50％致死量）：mg/kg（トリクロサンとして） 

 マウス ラット 

♂ ♀ ♂ ♀ 

経 口 5,100 4,700 4,700 4,700 

皮 下 4,100 3,800 3,950 3,900 

腹 腔 96 84 89 90 

 

 副作用  

接触皮膚炎：塗布により色素沈着、紅斑を呈した。 

 

 中毒症状  治 療  

毒性に関する報告はみられず、中毒症状、治療法も明らか

ではない。2, 4, ４'-トリクロロ - 2'- ヒドロキシジフェニルエ

ーテルであるイルガサンは、フェノール系の消毒薬に分類

されている。急性中毒の場合は、集中治療、吸収の阻止な

どの治療原則にそって治療する。 

 

 使用上の注意  

（１）湿疹、皮膚炎（かぶれ、ただれ）等の皮膚障害があると 

きには、悪化させるおそれがあるので、使用しないこ 

と。 

（２）かぶれたり、刺激を感じたときには、使用を中止するこ 

と。 

（３）万一、眼に入った場合は、すぐに水または微温湯でよく 

洗い流すこと。 

 

 

 

 

参考文献 

1）斉藤文雄：殺菌消毒剤（Irgasan DP300）による接触皮膚炎．

皮膚病診療，４：625,1982. 

2）松岡一忠，山口憲治・他：イルガサン DP300 により生じたと

思われる接触性皮膚炎．病院薬学，６：144, 1980. 

 

https://www.maruishi-pharm.co.jp/medical/safety/#acute-poisoning

